
  保保護護者者会会だだよよりり  ～１年をふりかえって～ 
 
ますみ  一度も話した事もない方々ばかりで全てにおいて探り探りでした。今では

…もう…(￣▽￣) 夕涼み会では満場一致で「ぺったんウ〇チ」に景品が決まりまし

た。子どもたちの笑顔を想像しながらのプレゼント選びは、とっても楽しかったです。 

 

えみ  何でもすぐ緊張しちゃう私、ちゃんとできるのか不安でした。実は最初の頃、

緊張対策としてお腹にカイロを貼っていたのは内緒です…（笑） 今では、笑い、感

動、達成感。熱い思いでいっぱいです。もうカイロなくても大丈夫！たくさんのことを

学び、成長することができました。一年間本当に楽しかった！！ 

 

のぞみ  役員会の最初の頃は、卒園生を出したことのある先輩ママたちが進める話の内容がわからず、ついてい

けるか心配でした（笑） でもメンバーの優しさと明るさで、毎回楽しい役員会の時間を過ごせました♪女性が９人も

集まれば、雑談も盛り上がりますしね♪ 

 

あきこ  役員の名前も知らないところからのスタートでした。子ども達が喜んでくれるかなと、イメージしながら仕事

をするのは楽しかったです。メンバーに刺激され、私もがんばらねばと、活動をしてきました。話し合い、笑いあい、ふ

ざけあい（笑）たくさんの学びと、尊敬できる人達に出会えて、本当に感謝の一年でした。 

 

みき  活動中にチラっと会えた時の子どもの嬉しそうな顔、楽しそうに遊んでいる所

を見ると、得した気分になりました。息子が「ママ役員やっているんだよ」と自慢げに話

していたこと。選んだプレゼントや、考えた行事で喜んでもらえること。役員やって良か

った！と、とても嬉しかった思い出です。 

 

ゆき 自分の仕事・持病とツライ時期もありましたが、皆さんに優しい言葉をかけても

らい頑張ることができたと思います。毎週集まって、まじめな話・他愛のない話、ときに

笑える話をし、和気あいあいと一年間あっという間でした。これからは役員ではなく、ず

っとマイフレンドだよ！！ 

 

ちえ 子どもと一緒に幼稚園に関わることができ良かったです。どの行事も役員一同一致団結して取り組めました。

家族のような役員仲間に出会えたことに感謝です。先生方、保護者の皆さんにもたくさん助けていただきました。役

員になって、とても楽しい一年でした。 

 

さえ  書記のやり方になかなか慣れなっかたけど、役員どうし教えあいできてよかっ

たです。怪我をしたとき、車に乗れなかった時もみんなで支えあってくれて助かりまし

た。この一年役員を続けられたのは、皆さんのおかげです。ありがとうございます。 

 

ことえ 途中入園したばかりで何もわからない状態で役員会が始まりました。夕涼み

会の会議で、軽い思い付きで発言した「ふわふわ宝さがし」が採用されたのは、思い

出深いです。役員会が楽しく、これからは毎週集まれなくなるのかと思うと寂しいです

が、それ以上の思い出がいっぱいです！！ 

 

かずな  どうしたら子ども達が喜んでくれるか。そのことを一番に活動を行ってきました。おそるおそる提案したウン

チのおもちゃがすぐに採用されたとき、みんなが一つになった気がします。役員会は毎回笑いであふれていました。

とても楽しかったです。長年お世話になった幼稚園に少しでも恩返しができたかと、満足しています。 

    

影山先生をはじめ、たくさん先生方にお世話になった一年でした。 
保護者の皆様。保護者会の行事にご協力いただきありがとうございました。 
役員一同お礼を申し上げます。                 
 

平成３０年度 保護者会会長 佐藤数菜 
       保護者会役員一同 

日々の保育から 
主任教諭 影山 幸江 

 

 日差しの暖かさを感じる日が増えてきました。ニュースでは、桜の開花が間近だとも言っていますが、園

庭の桜を見ると、まだもう少し先のような気もします。先日、無事に子ども会を終えたお子さまたちは、春

の日差しを浴びながら、それぞれのクラスの友だちや先生と元気に遊んでいました。今月は各クラスの様子

と担任のかかわり、1 年を通してのお子さまたちの成長をお伝えします。 

〈かわぐみ〉 

 進級当時は新しい生活や環境になかなか慣れずにいたお子さまたちが多く、集団生活も一からのスター

トでしたが、先ずは幼稚園が楽しいと思えるようにと考え保育していきました。また、日々のかかわりを通

し、椅子に座ること、担任の話を聞こうとすること、生活に必要な習慣を身につけることなどができるよう

に援助してきました。一人ひとり成長の違いのある３歳児だからこそ、担任はその子に合わせた関わりを考

えながら保育にあたってきました。そうした日々を経て、今のかわ組さんは、友だちの存在を認め、一緒に

仲良く遊ぶことができるようになったのだと思います。 

〈もりぐみ〉 

 クラスの人数が増え、戸惑いの様子が見られながらも、かわ組での経験があったことで生活自体はスムー

ズに進んでいきました。また、今年から入園したお子さまも周りの様子を見たり、仲良くなった友だちに助

けられ、すぐに園生活に慣れていくことができました。担任は、人数が多くなったことがお子さまたちにと

ってプラスになるように、という思いで、日々のかかわりや活動内容、進め方などを考えていました。特に

今年のもりぐみさんは、表現遊びが好きだということが分かり、リズム劇を多く取り入れてきました。先日

の子ども会で披露したものもそうですが、とにかく一人ひとりが楽しんで取り組んでいたのが印象的でし

た。こうした経験の中で、友だちと一つのことを行う楽しさを感じることができたように思います。 

〈やまぐみ〉 

 待ちに待った２階の保育室での生活。期待を持っての進級でした。前年から変わらない仲間たちの存在も

大きかったようです。反対に、担任となった神谷先生は、初めて関わるお子さまばかりで、どの様に関わっ

たら良いのかと戸惑っていたようです。どんな活動にも積極的に取り組めるお子さまが多く、木工活動を取

り入れると、遊びの中でもひたすら釘打ちをし、幼稚園にストックしてあった板切れを全部使い果たしてし

まう程夢中になっていました。お子さまたちのそうした姿に担任は、次はどのような活動や遊びを取り入れ

ようかと日々考え、準備をしていました。また、特に今年はお子さまたちの発信から活動に移行することも

多かったようです。こちらが教えるのではなく、友だちとの遊びの中から学びを得る姿がやまぐみさんには

見られました。本日、卒園証書を胸に元気に次のステップへ向かうお子さまたち。幼稚園での経験が小学校

での生活に結び付いていくことを期待しております。 

 

〈さいごに〉 

かわ組、もり組のお子さまたちは徐々に気持ちが次の学年へと向くようになり、新たな生活に期待でいっ

ぱいの様子です。しかし、中には、新しい生活に不安を抱いているお子さまも少なからずいるようです。お

子さまたちが幼稚園は楽しい場所と思えるよう、来年度も全職員でお子さまたちのサポートをさせていた

だきたいと思います。    

また、やま組さんのお子さまにおかれましても、新たにスタートする学校生活が充実したものとなります

ようお祈りいたします。最後になりましたが、ご卒園、おめでとうございます。 

そして今年度も保護者の皆様のおかげをもちまして無事に終了できましたことを感謝いたします。あり

がとうございました。 
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と
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と
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。
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迎
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っ
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新
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線
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て
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る
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し
ま
し
た
。
年
長
さ
ん
は
も
う
じ
き
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
学
校
の
行
き
帰
り
が
始
ま
り
ま
す
。
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た
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い
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と
叫
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く
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い
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も
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《
音
楽
会
》

恒
例
の
音
楽
会
は
今
年
が
第
三
十
二
回
で
し
た
。
ず
い
ぶ
ん
長
く
続
い
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
貫
し

て
市
橋
邦
彦
先
生
に
お
世
話
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
聴
く
こ
と
が
少
な
い
楽
器
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
木
管
五
重
奏
で
、
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
が
登
場
し
ま

し
た
（
ホ
ル
ン
は
金
管
楽
器
で
す
が
、
木
管
五
重
奏
の
場
合
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
ホ
ル
ン
が
加
わ
る
の
だ
そ
う

で
す

。
こ
う
し
た
音
楽
会
が
き
っ
か
け
に
、
音
楽
が
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

）

（
三
月
十
八
日
記
）

通算第279号 くさばな新聞 平成３1年3月20日発行

くさばな
しんぶん 197-0802

東京都あきる野市草花3060

電話 042-558-3018

2019年３月号
交
通
安
全
教
室

福
生
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察
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の
お
巡
り
さ
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と
草

花
駐
在
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の
松
崎
さ
ん
の
お
話
を
聴

き
、
道
路
の
渡
り
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
（
三
月
十
三
日
）

メルヘン掛け図 泣きじゃくる動物たち（涅槃会 ２月１５日）

音楽会 木管五重奏の演奏会（３月５日）保育園ホール

草花保育園のお友だちとサッカーの試合をしました（３月１４日）

にじ組月グループも一緒にお別れ会食会をしました（３月１８日）
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